
〇「見える化」システムを用いた、地域分析・検討結果記入シート 【保険者名　：　長崎市】

2020 2021 2022 2020 2021 2022 2020 2021 2022

B4-a ％ 21.6 21.6 21.2 19.9 19.9 19.7 18.7 18.9 19.0

B5-a ％ 18.9 18.4 17.9 17.0 16.7 16.3 17.0 16.6 16.3

B6-a ％ 5.7 5.6 5.5 5.3 5.3 5.2 5.7 5.6 5.5

B6-b ％ 13.2 12.8 12.3 11.7 11.4 11.1 11.2 11.0 10.8

D1 人 21,516.0 21,570.0 21,713.0 65,123.0 65,397.0 65,686.0 5,027,995.0 5,140,134.0 5,213,628.0

D2 ％ 2.6 2.5 2.5 2.9 2.9 2.9 2.8 2.8 2.8

D3 ％ 1.1 1.2 1.2 1.7 1.7 1.7 1.3 1.3 1.3

D4 ％ 12.2 12.2 12.3 10.3 10.3 10.4 9.9 10.2 10.4

在宅および居住系サ－ビス D15-a 円 130,125.0 131,320.3 131,224.0 131,254.8 132,607.2 132,241.8 129,423.3 130,298.4 130,070.7

在宅サ－ビス D15-b 円 120,789.5 121,786.9 121,318.3 116,867.9 118,037.1 117,256.8 118,280.6 119,151.4 118,717.5

訪問介護 D17-a 円 44,407.4 44,477.7 44,582.5 49,094.1 50,015.1 50,396.2 73,426.5 75,247.6 76,919.5

訪問入浴介護 D17-b 円 60,564.0 56,808.2 54,288.3 59,888.8 58,113.3 55,106.5 62,559.3 62,640.3 61,809.7

訪問看護 D17-c 円 41,977.2 43,413.5 43,088.4 41,831.6 42,898.2 42,596.5 41,148.1 41,445.4 41,294.5

訪問リハビリテーション D17-d 円 32,482.4 34,233.6 33,654.2 31,412.0 32,660.4 32,031.4 33,725.7 34,160.1 33,673.6

居宅療養管理指導 D17-e 円 10,791.1 10,872.2 10,622.2 9,451.6 9,608.2 9,548.9 11,887.9 12,220.3 12,382.2

通所介護 D17-f 円 78,355.4 79,748.4 78,958.4 86,987.1 87,814.9 85,900.9 85,006.1 84,960.5 83,257.3

通所リハビリテーション D17-g 円 57,427.4 58,060.9 56,807.3 56,931.9 58,387.8 57,688.4 59,316.7 59,650.1 58,136.3

短期入所生活介護 D17-h 円 146,120.8 150,513.1 149,472.6 128,640.5 131,005.4 131,180.7 108,509.9 109,768.7 108,557.1

短期入所療養介護 D17-i 円 104,250.9 111,939.0 113,340.9 93,618.6 100,204.3 101,865.2 90,943.8 92,181.3 91,340.5

福祉用具貸与 D17-j 円 10,724.1 10,749.6 10,822.2 10,223.9 10,286.0 10,447.0 11,659.9 11,778.4 11,965.8

特定施設入居者生活介護 D17-k 円 172,106.1 174,732.7 177,787.1 164,681.7 167,129.1 169,996.4 179,263.1 181,730.7 184,041.4

介護予防支援・居宅介護支援 D17-l 円 13,372.7 13,704.9 13,728.9 12,519.5 12,865.4 12,962.3 12,729.9 13,051.1 13,138.4

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 D17-m 円 148,921.6 154,414.2 155,088.5 161,894.6 161,296.5 166,783.4 159,009.2 161,593.0 166,007.6

夜間対応型訪問介護 D17-n 円 29,887.8 29,072.3 31,094.4 20,499.8 21,546.5 19,138.5 39,191.3 37,505.3 38,815.2

認知症対応型通所介護 D17-o 円 139,843.7 146,791.3 146,900.6 131,124.4 136,005.8 134,544.0 118,030.6 117,875.9 116,351.8

小規模多機能型居宅介護 D17-p 円 197,025.4 201,245.4 204,351.9 176,186.2 182,303.3 183,194.0 184,451.6 188,919.4 191,607.4

認知症対応型共同生活介護 D17-q 円 259,747.5 262,673.2 264,244.7 250,441.2 252,916.0 255,219.7 256,463.0 258,748.8 260,638.8

地域密着型特定施設入居者生活介護 D17-r 円 - - - - - - 195,137.1 198,286.6 198,574.3

看護小規模多機能型居宅介護 D17-s 円 226,668.7 221,762.8 233,606.8 211,837.5 219,205.7 231,958.5 251,873.0 257,477.4 260,419.9

地域密着型通所介護 D17-t 円 81,910.3 83,723.7 81,411.5 88,305.7 90,445.5 88,106.1 77,098.0 76,704.7 74,762.3

訪問介護 D31-a 回 14.2 13.9 13.9 16.3 16.2 16.3 25.1 25.6 26.2

（訪問入浴介護） D31-b 回 5.0 4.6 4.3 4.9 4.7 4.4 5.0 5.0 4.9

訪問看護 D31-c 回 8.0 8.4 8.5 7.6 7.9 7.9 8.8 8.9 8.9

訪問リハビリテーション D31-d 回 11.0 11.7 11.5 10.8 11.2 11.0 11.5 11.7 11.5

通所介護 D31-e 日 10.8 11.0 11.0 12.0 12.1 11.8 10.9 11.0 10.7

通所リハビリテーション D31-f 日 6.2 6.2 6.1 5.8 6.0 5.9 5.9 5.9 5.7

短期入所生活介護 D31-g 日 17.3 17.6 17.3 15.9 16.0 15.8 12.9 12.9 12.7

短期入所療養介護 D31-h 日 9.3 9.8 9.9 8.7 9.3 9.4 8.1 8.2 8.1

認知症対応型通所介護 D31-i 日 13.6 14.2 14.1 13.1 13.6 13.2 10.8 10.9 10.6

地域密着型通所介護 D31-j 回 10.8 11.1 10.6 11.3 11.6 11.1 9.7 9.7 9.4

単位活用データ名・指標名

受給率（施設サ－ビス）

受給率（居住系サ－ビス）

受給率（在宅サ－ビス）

指標ID

認定率

調整済み認定率

調整済み認定率（要介護３～５）

調整済み認定率（要支援１～要介護２）

施設・居住系・在宅受給者数

R4年度の受給者１人あたり
給付月額及び利用日数・回
数を長崎市と全国平均で比
較すると、
・訪問介護は32,337円、12.3
回少ない。
・短期入所生活介護は
40,915.5円、4.6回多い。

訪問介護については、軽度者が
多いため、利用頻度が少なく給
付額も少ないと考える。
・斜面地が多く送迎負担になるた
め、他の在宅サービスよりも短
期入所生活介護の利用が多くな
るのではないか。
・全国平均と比較して、短期入所
生活介護の定員数が多いので
はないか。

・軽度認定者の介護度別サービ
ス種別利用回数
・短期入所生活介護定員数の他
都市との比較

給付の適正化
　・ケアプランの作成支援及びケアプランの点検
　・住宅改修調査
　・福祉用具調査
　・介護給付費通知
　・縦覧点検・医療情報との突合

斜面地居住者に対する住まいの確保（サ高住、
有料等）

受給者1人
あたり

給付月額

受給者1人
あたり

利用日数・
回数

・介護保険サービス利用の相談を受ける際のアセ
スメントの徹底
・身体状況等に応じたセルフケアやインフォーマ
ルサービスの提案
・予防給付を必要とする場合を除き、まずは事業
対象者としてケアマネジメントを実施
・住民主体型サービス、地域の支え合い体制の
充実
・サービス未利用者の更新申請の厳格化
・自立支援型地域ケア会議の推進
・支援関係者及び市民に対する総合事業の普及
啓発（介護予防ケアパスの活用）
・軽度認定者に対する重度化防止のための在宅
支援リハビリセンターを活用したリハビリ施策

問題を解決するための対応策　（理想像でも可）

R4年度の在宅サービスの受
給率を長崎市と全国平均で
比較すると、長崎市が1.5ポ
イント高い。

軽度者数が多いため、在宅サー
ビスの受給率が高いと考える。

軽度認定者の介護度別利用割
合

・軽度者の近隣住民よる住民主体型サービス、地
域の支え合い体制の推進
・高齢者自身のセルフマネジメントによる介護予
防の推進（地域包括支援センター及びケアマネに
対する介護予防ケアマネジメント研修、介護予防
ケアパスの普及啓発と活用、自立支援型ケア会
議の開催とモニタリング、フレイル予防の啓発等）

R4年度の調整済み認定率を
長崎市と全国平均で比較す
ると、中度者（要介護３以上）
は5.5と同じであるが、長崎市
の軽度者（要介護２以下）の
割合は前年より0.5ポイント下
げ12.3となり、年々減少傾向
にあるが、依然1.5ポイント高
い状況にある。

全国平均等との比較

制度開始当初より軽度認定率が
高い特徴があり、年々減少傾向
にはあるが全国平均には追い付
いていない。
軽度認定率が高い理由として、
・市街地の約７割が斜面市街地
となっており、階段が多いことや
車が自宅に横付けできない等の
居住環境が影響
・独居高齢者の割合が高いため
支援が必要
・サービス未利用者も相当数い
る
・総合事業の周知が充分浸透し
ているとは言えない

全国平均等との乖離について理
由・問題点等の考察

（仮説の設定）

・介護予防・日常生活圏域ニー
ズ調査
・在宅介護実態調査
・独居高齢者の割合
・独居高齢者の認定者
・斜面地とそれ以外の地域での
認定者
・新規申請による要支援決定者
のサービス利用意向なしの実態
調査
・新規で通所相当サービスを利
用する場合、市に提供されるプ
ランの内容確認

設定した仮説の確認・検証方法

データの値
自地域

都道府県平均・合計 全国平均・合計
長崎県 長崎市


